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2本日ご議論いただきたい内容

◼ 需給調整市場への参入可能なリソースについては、電源はユニットごと、およびDSRをリソースとしたアグリゲーターを対
象としてきたところ、三次①および三次②に関する意見募集においては、逆潮流(ポジワット)のアグリゲーション（以下、
「ポジアグリ」という）による参入を許容してほしいという意見をいただいている。

◼ このポジアグリについて、需給調整市場検討小委員会では、「電源Ⅰ´と共通の課題が多いことから国における検討
を注視し、電源Ⅰ´の検討が完了した段階で需給調整市場への適用拡大を検討する」として整理したところであるが、
電源Ⅰ‘に関する課題について関係各所において検討が進められていることも踏まえ、需給調整市場において高圧以
上のポジアグリが参入するにあたり検討が必要な事項について整理したことから、その内容について本日ご議論いただ
きたい。

出所）第17回需給調整市場検討小委員会（2020.6.12）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_17_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_17_haifu.html


3本日の議論の対象

出所）第17回需給調整市場検討小委員会（2020.6.12）資料2-1をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_17_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_17_haifu.html
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6ポジアグリに関する国の検討状況

◼ 第43回制度設計専門会合において、ポジアグリの調整力への活用に関するニーズの拡大を踏まえ、一定の要件を
設けたうえでポジアグリの参入を認めるよう、調整力公募のガイドラインを見直す方向で検討し、まずは電源Ⅰ´への
参入可否について検討することとして整理された。

出所）第43回 制度設計専門会合（2019.11.15） 資料6をもとに作成
https://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/043_06_00.pdf

https://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/043_06_00.pdf


7（参考）電源Ⅰ´におけるポジアグリの参入についての課題

出所）第12回制御量評価WG（2019.12.19）資料4
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/energy_resource/seigyoryo_hyoka_wg/pdf/012_04_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/energy_resource/seigyoryo_hyoka_wg/pdf/012_04_00.pdf


8（参考）ポジアグリに関する事業者のニーズ（１／２）

◼ 広域機関で実施した「需給調整市場に関する意見募集」において、事業者から頂いたポジアグリに関する主な要望
は以下の通り。

出所）第12回需給調整市場検討小委員会（2019.6.27）資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_12_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_12_haifu.html


9（参考）ポジアグリに関する事業者のニーズ（２／２）

出所）第17回需給調整市場検討小委員会（2020.6.12）資料2-1参考をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_17_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_17_haifu.html
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11

ポジワット型 ネガポジ型 ネガワット(従来)

概要 逆潮流のみによりΔkWを供出す
るケース

一需要場所において、需要抑制
から逆潮流までを行うことにより
ΔkWを供出するケース

需要抑制のみによりΔkWを供出
するケース

イメージ図

ポジアグリにおけるアグリゲーション対象について

◼ 第17回需給調整市場検討小委員会においては、ユニット単体では最低入札量に満たない小規模な発電設備や
需要家の逆潮流をアグリゲートして市場に参入することをポジアグリの定義として整理した。

◼ このポジアグリとして小規模な発電設備等の逆潮流リソースを活用する場合に考えられるΔkW供出方法は、次の２
つが挙げられる。

✓ 発電設備等が、逆潮流（ポジワット）のみにより供出する方法（以下、「ポジワット型」という）

✓ 一需要場所に設置されている自家発等を用いて需要を抑制（ネガワット）した上で、さらに自家発等の余力を
活用して逆潮流（ポジワット）までも供出する方法（以下、「ネガポジ型」という）

◼ 需給調整市場では、単体で最低入札量に満たないポジワット型およびネガポジ型に、従来のネガワットを加えた3種
類いずれの組み合わせについてもアグリゲーションできることとし、こうしたアグリゲーションによって需給調整市場に参入
した場合の課題等について整理することとしてはどうか。
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12（参考）需給調整市場検討小委員会におけるポジアグリの定義

出所）第17回需給調整市場検討小委員会（2020.6.12）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_17_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_17_haifu.html
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14ポジアグリの需給調整市場への参入に向けた課題の検討について

◼ ポジアグリの需給調整市場への参入に向けた課題の整理にあたっては、これまでの市場設計に関する検討と同様に、
市場のプロセスに沿って検討することが適当であると考えられることから、これを踏まえて検討を進めることとする。

出所）第5回需給調整市場検討小委員会（2018.7.31）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_05_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_05_haifu.html


15

ポジワット型 ネガポジ型

アセスメントⅠの具体的な実施方法について

◼ アセスメントⅠは、ΔkWの供出が可能な状態に発電機等を維持しているかを評価するものである。

◼ ポジワット型のリソースについては、これまでの発電機単体におけるアセスメントⅠの考え方を適用できると考えられる。
発電機単体については、GC時点における発電計画値と発電可能上限の差分により供出可能量を算出しており、ポ
ジワット型のリソースについても同様の方式を適用することとしてはどうか。

◼ 他方、ネガポジ型のリソースについては、一つの需要場所においてネガワットおよびポジワットを同時に供出することから、
ネガワット側における基準値とポジワット側における発電可能上限を合計した値により供出可能量を算出することとし
てはどうか。

◼ そのうえで、ポジアグリのアセスメントⅠについては、それぞれのリソースで算出した供出可能量を合計した値が、落札し
たΔkW以上となっていることを確認することとしてはどうか。

【アセスメントⅠのイメージ】
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16（参考）需給調整市場におけるアセスメントⅠについて

出所）第10回需給調整市場検討小委員会（2019.3.28）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_10_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_10_haifu.html


17アセスメントⅡの具体的な実施方法について

【アセスメントⅡのイメージ（三次①出力変化量での指令の例）】
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◼ アセスメントⅡは、中給からの指令に対して、商品の要件を満たした応動をしていることを評価するものとなる。

◼ ポジワット型のリソースについては、これまでの発電機単体におけるアセスメントⅡの考え方を適用できると考えられる。
発電機単体については、応動実績を発電計画値と発電実績の差分とし、それが指令値に追従しているかを確認し
ており、ポジワット型のリソースについても同様の方式を適用することとしてはどうか。

◼ 他方、ネガポジ型のリソースについては、ネガワットと発電機単体に係る応動が合わさったものになると考えられる。需
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績を合計したものを、ネガポジ型リソースの出力変化量とすることとしてはどうか※1。

◼ そのうえで、ポジアグリのアセスメントⅡについては、評価間隔毎にそれぞれのリソースで算出した出力変化量を合計し
た値が、指令値から落札されたΔkWの±10%の許容範囲内であることを評価することとしてはどうか。

※1：ネガポジ型リソースについては、ネガ側は基準値を小売単位で提出し、
ポジ側については発電BG単位で発電計画（＝ゼロ）を提出する。
なお、ネガワットの基準値は従来通り、小売単位で提出する。
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18（参考）需給調整市場におけるアセスメントⅡについて（三次①専用線）

出所）第17回需給調整市場検討小委員会（2020.6.12）資料2-1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_17_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_17_haifu.html


19（参考）需給調整市場におけるアセスメントⅡについて（三次①簡易指令）

出所）第17回需給調整市場検討小委員会（2020.6.12）資料2-1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_17_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_17_haifu.html


20（参考）需給調整市場におけるアセスメントⅡについて（三次②）

出所）第12回需給調整市場検討小委員会（2020.6.12）資料3-2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_12_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_12_haifu.html


21ポジアグリにおける事前審査について

◼ ポジアグリにおいても、アセスメントⅡの評価方法は三次①、②と同様に行うことから、事前審査についても同様に調
整力型の事前審査を行うことを前提に、計測間隔を三次②は5分単位、三次①は1分単位として、応動時間、出
力変化量、継続時間等の応動確認を行うこととしてはどうか。

出所）第17回需給調整市場検討小委員会（2020.6.12）資料2-1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_17_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_17_haifu.html


22ポジアグリへの指令の発信方法

◼ 一般送配電事業者から発信される指令方法としては、実出力値と出力変化量の2種類がある。

◼ 今回の検討におけるポジアグリについては、小規模発電機等によるポジワットを複数アグリゲートして参入するケースも
対象にしているが、このアグリゲーターに対して実出力値による指令を発信する場合には、一般送配電事業者がリス
ト・パターンに含まれる個別リソースの変化速度や実出力値等を把握したうえで、EDC制御等を介した指令を行う必
要があるところ、その対応については中給システムの大幅な改修が必要となる。

◼ このため、ポジアグリをリソースとするアグリゲーターへの指令方法は、まずは出力変化量による指令とし、実出力値によ
る指令は、事業者ニーズも踏まえ、中給システムの抜本改修において対応方法の検討を進めることとしてはどうか。

【ポジアグリにおける中給システム等からACへの指令のイメージ】

（専用線/発電機）

EDC制御(調整量α・上記発動量を加味して演算)

調整量
α

簡易指令
システム

需給調整
市場
システム

広域需給
調整
システム

約定
結果

発動量を補正

発動判定機能（システム改修実施）

【メリットオーダーリスト】

専用線

簡易指令電源

その他電源

専用線の
指令値作成

簡易指令システムの
指令値作成

指令
信号

指令信号※1※2

専用線を介して指令

指令
信号

AC

AC

（専用線/ポジアグリ）

（簡易指令/ポジアグリ）

中給システム

G

※1：KJCの指令間隔(当面は15分)で出力変化量のみ指令
前日までにメール等で余力に関する情報を提出することで余力活用も可

※2：専用線はAC側のシステムが電力制御システムガイドラインに準拠することが前提となる

※1



23ポジアグリにおけるΔkWおよびkWh精算に関する考え方について

◼ ポジアグリにおけるΔkWおよびkWh精算に関する考え方については、三次①および三次②と同様に、ΔkWは落札ブ
ロックを対象に精算することとし、kWhは落札ブロック内については全て調整力として精算する一方で、アセスメント対
象外となる落札ブロック前後についてはインバランスとして精算することとしてはどうか。

出所）第17回需給調整市場検討小委員会（2020.6.12）資料2-1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_17_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_17_haifu.html


24需要家リスト・パターンについて

◼ ポジアグリについては、ネガワットのアグリゲートと同様、複数のリソースをアグリゲートして市場へ参入することとなるため、
需要家リスト・パターンの提出を求めることとし、リスト等に記載する項目の詳細は市場運営者である一般送配電事
業者にて定めることとしてはどうか。



25（参考）三次①および三次②における需要家リスト・パターンについて

出所）第12回需給調整市場検討小委員会（2019.6.27）資料3-2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_12_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_12_haifu.html


26ポジアグリにおける需要家リスト・パターンの提出・変更等に係るスケジュールについて

◼ ポジアグリにおける需要家リスト・パターンの提出・変更等に係るスケジュール等については、三次①および三次②と同
様、以下の通りとする。

出所）第12回需給調整市場検討小委員会（2019.6.27）資料3-2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_12_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_12_haifu.html


27ポジアグリにおけるパターンの管理について

◼ ポジアグリにおいても、三次①および三次②と同様、パターンごとの管理とし、三次②のパターンを兼ねることができる三
次①のパターンが三次①に入札もしくは落札されなかった場合、三次②への入札を許容する。

出所）第17回需給調整市場検討小委員会（2020.6.12）資料2-3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_17_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_17_haifu.html


28（参考）需要家リストの変更申込期限および事前審査スケジュール例

◼ 需要家リストの変更申込期限および事前審査スケジュールについては、三次①および三次②同様、以下の通りとする。

出所）第12回需給調整市場検討小委員会（2019.6.27）資料3-2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_12_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_12_haifu.html
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30今後のスケジュール

◼ 今回整理したポジアグリを需給調整市場で取り扱うにあたっては、一般送配電事業者各社の精算システムの仕様変
更が必要となる。

◼ 各社の精算システムについては、現在、2021年度に市場開設が行われる三次②に対応するものとして構築の最終
段階にあり、ポジアグリに対応するシステムへの改修は、改めて設計から始める必要がある。

◼ このため、ポジアグリ向け精算システム改修の期間を考慮し、需給調整市場のポジアグリについては、2023年4月か
ら運用開始を目指して、市場運営者である一般送配電事業者の方で準備を進めることとしてはどうか。

※2022年度からポジアグリの運用を開始する電源Ⅰ‘については、年間発動回数が限定的であることから、精算はシステム外での処理を行う予定。

年度 2020 2021 2022 2023～

需給調整市場
ポジアグリ

各商品の
運用開始時期

（参考）
電源Ⅰ’ポジアグリ

三次②
精算システム構築 三次②取引開始

三次①取引開始

ポジアグリに向けた精算システム構築

電源Ⅰ’ポジアグリ運用開始予定

需給調整市場
（三次①、②）
ポジアグリ運用開始

△ポジアグリに向けた
取引規程改訂
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32まとめ

◼ 需給調整市場における高圧以上のポジアグリの参入については、以下の通りとしてはどうか。

（アグリゲーションの対象）
需給調整市場では、単体で最低入札量に満たないポジワット型およびネガポジ型に、従来のネガワットを加えた3
種類いずれの組み合わせでもアグリゲーションできることとする。

（アセスメントⅠ）
アセスメントⅠは、それぞれのリソースで算出した供出可能量を合計した値が、落札したΔkW以上となっていること
を確認する。供出可能量は、ポジワット型リソースがGC時点における発電計画値と発電可能上限の差分、ネガ
ポジ型リソースが、ネガワット側における基準値とポジワット側における発電可能上限を合計した値とする。

（アセスメントⅡ）
アセスメントⅡは、評価間隔毎にそれぞれのリソースで算出した出力変化量を合計した値が、指令値から落札され
たΔkWの±10%の許容範囲内であることを評価する。出力変化量は、ポジワット型リソースが発電計画値と発
電実績の差分、ネガポジ型リソースが、基準値から需要実績までの差分と、発電実績を合計したものとする。

（指令方法）
ポジアグリをリソースとするアグリゲーターへの指令方法は、まずは出力変化量による指令とし、実出力値による指
令については、事業者ニーズも踏まえ、中給システムの抜本改修において対応方法の検討を進める。

（その他事項）
事前審査やペナルティ、需要家リスト・パターン、精算等に関する事項については、三次①、②と同様の方法で実
施する。

（スケジュール）
需給調整市場におけるポジアグリの運用開始時期は、一般送配電事業者のシステム改修期間を考慮し、2023
年4月開始を目指す。


